
2019（令和元）年7月17日～21日の5日間に亘り、
山直市民センターにて第2回個別相談会を開催し、14組の
方が参加されました。今回の個別相談会では、これまでの4
回の勉強会や前回の個別相談会に参加していない方も、
多数参加されました。皆さまが感じている不安、疑問などが

少しでも解消されるように、今後も引き続きまちづくり勉強会の活動を進めていきますので、よろしくお願い
いたします。なお、第2回個別相談会でいただいた今後のまちづくりに対するご意見の一部は、以下のとお
りです（プライベートな内容は除く）。

第2回個別相談会を
実施しました
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第5回勉強会:令和元年8月25日(日)
10時～ 山直市民センター

まちづくりに関する内容や取組み状況等のお問合
せ・ご相談は下記までお尋ねください。

山直北地区まちづくり勉強会 事務局
(岸和田市まちづくり推進部都市整備課)

電話:072-447-6526
FAX:072-437-9171
メール:machi-yamadaikita@city.kishiwada.osaka.jp

市HP:https://www.city.kishiwada.lg.jp/page/141-yamakita.html

道路が通るなら
土地利用できた方が良い

今回の個別相談会や皆さまにご協力いただきました土地
利用意向アンケート調査（現在集計作業中）の中でも、
「協力してくれる民間事業者の募集が必要」と考える方が多
数でしたが、一方で「よくわからない」という方もいらっしゃいまし
た。そこで、次回の勉強会（下記参照）では、協力してくれ

る民間事業者をなぜ募集するのか、民間事業者に何を協力してもらうのか、どんな事例があるのか、
といった内容をご紹介する予定です。今後、具体的なまちづくり手法を検討していく中で重要な内容と
なっておりますので、ぜひご参加ください。

第5回勉強会を
開催します

道路沿道がスクラップ置場
等になるのは困る

農地を持っていても管理が
大変なため、できれば売却したい

企業を誘致して、地域住民
が働ける場ができれば良い

まちづくりが成功するかわか
らないため、現時点では何

もしなくて良い

土地利用をどうするかという
ところまで、考えられない

まちづくりをしても、企業が来てくれ
なかったらどうするのかまだわからないこともあり

賛成か反対か決められない

より良い山直北地区のまちづくりのため、皆さま
のご協力、ご参加をお願いいたします。

これまでの勉強会資料は、右記事務局にありま
すのでご入用の際はお問合わせください。

皆さまにご判断いただける材料の具体的な検討を進めていきます


